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第

五

十

六
回

通

常

総

会

は

、

五
月
二
十
日(

金
）
午
後
五
時

よ
り
、
台
東
区
池
之
端
の
「
上

野
東
天
紅
」
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
各
議
案
が
す
べ
て
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今

回

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル
ス
に
よ
っ
て
三
年
ぶ
り
の
リ

ア
ル
開
催
と
な
り
、
第
一
号
議

案
・
令
和
三
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
は
、

本
間
敏
道
専
務
理
事
が
原
案
を

朗
読
し
、
監
査
報
告
の
後
満
場 

 

                   

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

二

号

議

案

・

令

和

四

年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び

に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

決
定
の
件
で
は
、
本
間
専
務
理

事
が
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案

を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

三

号

議

案

・

令

和

四

年

度
に
お
け
る
借
入
れ
金
額
の
最

高
限
度
額
決
定
の
件
に
つ
い
て

も
、
従
来
ど
お
り
二
千
万
円
と 

し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、
第
四 

                    

号
議
案
・
役
員
報
酬
決
定
の
件

で
も
従
来
ど
お
り
支
給
し
な
い

旨
を
説
明
し
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第

四

号

議

案

・

欠

員

理

事

補
充
の
件
で
は
、
北
島
議
長
よ

り
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
平
山
良

一
氏
の
後
任
に
平
山
愛
二
郎
氏

(

日
本
ラ
ベ
ル
社
長)

を
推
薦
し

た
い
と
承
認
を
求
め
た
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
総
会

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

総

会

終

了

後

午

後

六

時

よ

り
別
室
に
於
い
て
組
合
員
・
協

賛
会
、
報
道
関
係
者
な
ど
が
参

加
し
て
三
年
ぶ
り
に
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初

め

に

欠

員

理

事

の

補

充

で
新
理
事
に
選
任
さ
れ
た
平
山

愛
二
郎
氏(

日
本
ラ
ベ
ル
社
長)

が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て
平
山
理

事
長
が
「
三
年
ぶ
り
に
総
会
と

懇
親
会
を
リ
ア
ル
で
開
催
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ 

 

 

 

の
問
題
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題

等
課
題
は
多
い
で
す
が
、
少
し

づ
つ
良
く
な
っ
て
い
け
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
紙
の
値
上
げ
の

話
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
う

ま
く
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
協
賛
会
会
長
の
服
部

真
氏(

リ
ン
テ
ッ
ク
代
表
取
締

役
社
長)

が
挨
拶
に
立
ち
「
私

が
協
賛
会
会
長
就
任
し
て
か
ら

コ
ロ
ナ
過
で
新
年
会
、
総
会
、

年
次
大
会
も
相
次
い
で
中
止
と

な
り
根
大
半
の
人
た
ち
に
は
今

日
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
す
。 

原
材
料
の
高
騰
に
よ
っ
て
紙
の

値
上
げ
も
お
願
い
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
う
ま
く 
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平山愛二郎氏  

 

 

第 56 回通常総会 3 年ぶりに通常開催 

新理事に平山愛二郎氏(日本ラベル)を 
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や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。 

こ

の

後

藤

井

崇

徳

理

事

の

音
頭
で
乾
杯
を
し
、
三
年
ぶ
り

の
懇
親
会
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り 

和
や
か
な
歓
談
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
午
後
七
時
半
過
ぎ
に
中
締

め
と
な
り
散
会
し
ま
し
た
。 

 

■
令
和
四
年
度
実
施
事
業 

１
．
技
術
・
環
境
対
策
委
員
会 

 

新
技
術
、
新
商
品
の
積
極
的

な
開
発
と
環
境
問
題
、
リ
サ
イ

ク
ル
化
に
取
組
む 

 

①
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展

の
開
催 

 

②
Ｒ
Ｐ
Ｆ
化
に
よ
る
リ
サ
イ

ク

ル

化

事

業

の

さ

ら

な

る

普

及
・
啓
蒙 

③

環

境

問

題

へ

の

取

り

組

み
と
し
て
Ｖ
Ｏ
Ｃ
削
減
に
努
力

す
る
。 

 

④
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
の

将
来
性
と
課
題
に
つ
い
て
検
討

す
る 

 
 

 

２
．
教
育
・
経
営
委
員
会 

 

経
営
者
と
従
業
員
の
意
識
改

革
と
、
資
質
の
向
上
を
目
的
に

し
た
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。 

①

人

材

の

育

成

を

目

指

し

た
、
経
営
者
、
従
業
員
へ
の
教

育
支
援
「
出
前
・
出
張
講
座
」

の
実
施 

②

環

境

対

応

へ

の

シ

ー

ル
・
印
刷
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
取
得
支
援  

③

小

規

模

・

零

細

企

業

向

け

の

簡

易

版

事

業

継

続

計

画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
推
進 

３
．
広
報
・
情
報
シ
ス
テ
ム
化

委
員
会 

組
合
員
に
対
し
迅
速
な
情
報
の

提
供
と
、
組
合
事
業
の
広
報
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
多
様
な

情
報
化
時
代
へ
の
対
応
を
は
か

る
。 ①

組

合

機

関

紙

『

ラ

ベ

ル

ニ
ュ
ー
ス
』
の
よ
り
い
っ
そ
う

の
紙
面
充
実
を
は
か
る
。 

②

組

合

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

内
容
に
つ
い
て
、
大
幅
な
見
直

し
と
そ
の
活
用
方
法
の
研
究 

③

国

や

東

京

都

な

ど

の

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
金

融
情
報
、
助
成
金
情
報
の
迅
速

な
提
供
を
は
か
る
。 

４
．
福
利
厚
生
委
員
会 

 

組
合
員
お
よ
び
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
各
種
事
業
を

行
い
、
ゆ
と
り
と
余
裕
の
あ
る

労
働
環
境
構
築
に
努
め
る
。 

①

従

業

員

対

象

の

働

き

方

改
革
の
徹
底
、
有
給
休
暇
取
得

率
の
ア
ッ
プ
を
図
る
。 

 

 

②
組
合
研
修
旅
行
と
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
の
実
施
な
ど
組
合
員
、

従
業
員
を
対
象
に
し
た
福
利
厚

生
事
業
の
充
実 

 
 

 

   

③

育

児

休

業

や

介

護

休

業

法
な
ど
関
連
法
規
の
周
知
徹
底
。 

５
．
事
業
委
員
会 

 

組
合
財
政
の
基
盤
強
化
の
た

め
に
、
副
資
材
の
共
同
購
入
と

新
た
な
事
業
収
入
の
道
を
探
る
。 

①

雄

型

用

紙

等

、

副

資

材

等
組
合
取
扱
商
品
の
使
用
方
法

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介 

②

組

合

オ

リ

ジ

ナ

ル

取

扱

商
品
の
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。 

③

組

合

取

扱

商

品

の

拡

大

と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る 

青
年
部
が
総
会
を 

今
年
度
で
休
部
決
定 

青
年
部(

北
島
國
芳
部
長)

は
、

五
月
十
九
日(

木)

午
後
六
時

よ

り

組

合

会

議

室

に

於

い

て

「
第
三
十
八
回
通
常
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

総

会

は

事

業

報

告

、

決

算

関
係
書
類
の
承
認
、
事
業
計
画
、

予
算
案
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
ま

し
た
が
、
北
島
部
長
よ
り
「
昨

年
度
か
ら
報
告
し
て
い
る
通
り

部
員
数
の
減
少
に
よ
り
、
こ
れ

以
上
存
続
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
今
期
で
休
部
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

青

年

部

は

昭

和

五

十

九

年

に
発
足
し
、
初
代
部
長
に
田
中

健
二
氏(

フ
ジ
タ
印
刷)

が
就

任
以
来
、
他
協
組
の
青
年
部
を

リ
ー
ド
す
る
形
で
活
発
な
活
動

を
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は

部
員
数
が
減
少
し
歯
止
め
が
か

か
ら
な
か
っ
た
。 

特

に

こ

こ

二

年

半

は

新

型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
活
動
も
ま

ま
な
ら
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
会
合
に
も
限
度
が
あ
り
、
こ

れ
以
上
の
活
動
は
難
し
い
と
判

断
し
、
今
期
限
り
で
休
部
と
い

う
苦
渋
の
選
択
と
な
っ
た
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

事
業
方
針  

①

青

年

部

の

活

動

促

進

、

部
員
相
互
の
交
流  

②

正

札

・

神

奈

川

青

年

部

と
の
研
修
及
び
交
流  

③

定

期

的

な

勉

強

会

・

研

修
会
の
開
催  

④

印

青

連

・

中

央

会

を

通

じ
て
同
業
種
、
異
業
種
と
の
交

流  ⑤w
e

b
 

を
通
じ
た
情
報
交

換

や

交

流

・

発

信

活

動

（S
N

S
 

等
）  

⑥
親
組
合
と
の
相
互
連
携 

 

                                 



     

 

 

  

     

日

本

ラ

ベ

ル

は

昨

年

二

月

に
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
に
て
、
テ
ー
マ
部
門
の

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
化
石
発
見

絵
本
は

S
A

N
A

G
I

 
d

e
s

ig
n

 

s
t
u

d
io

と
連
携
し
試
行
錯
誤

し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
商
品

化
が
実
現
し
た
。 

絵

本

の

名

前

は

【

化

石

み

っ
け
】
と
名
付
け
ら
れ
、
絵
本

に
隠
さ
れ
た
化
石
を
ブ
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ト
で
探
し
て
見
つ
け
、
見

つ
け
た
化
石
に
つ
い
て
絵
本
で

学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

さ

ら

に

付

属

の

シ

ー

ル

は

、

保
護
者
が
家
の
ど
こ
か
に
貼
り
、

子
供
が
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
探

し
、
剥
が
し
た
シ
ー
ル
は
絵
本

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
貼
り
付
け

て
博
物
館
を
完
成
さ
せ
る
、
と

い
う
二
段
階
で
遊
べ
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
る
。 

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ
に
て
、
す
で
に
先
行
販
売
予

約

が

開

始

し

て

お

り

、 

通
常
価
格
よ
り
割
引
さ
れ
た
価

格
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

m
a

k
u

a
k

e

サ
イ
ト
を
利
用
し

て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。 

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

お

家

遊

び
が
増
え
た
子
供
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

期
待
さ
れ
て
お
り
、
遊
び
方
次

第
で
は
い
く
つ
も
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
親
子
と
の
触

れ
合
い
に
ち
ょ
う
ど
い
い
と
人

気
を
集
め
て
い
る
。 

遊
び
方
と
し
て
は
、 

①
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぶ 

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
マ
ー
ク
の

あ
る
ペ
ー
ジ
に
特
殊
な
イ
ン
ク

で
印
刷
さ
れ
た
化
石
が
隠
れ
て

お
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
当

て
た
時
の
み
光
っ
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

②
シ
ー
ル
で
あ
そ
ぶ 

家
の
中
に
隠
さ
れ
た
化
石
シ
ー

ル
を
、
お
子
様
が
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
を
持
っ
て
光
を
当
て
な
が

ら
探
し
ま
す
。
シ
ー
ル
は
通
常

透
明
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が

当
た
る
と
化
石
が
見
え
ま
す
。 

③
は
く
ぶ
つ
か
ん
を
作
る 

シ
ー
ル
を
見
つ
け
た
ら
、
剥
が

し
て
絵
本
内
の
専
用
ペ
ー
ジ
へ

貼
り
、
自
分
だ
け
の
博
物
館
を

作
れ
ま
す
。
化
石
み
っ
け
を
通

し
て
、
化
石
や
科
学
の
面
白
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
化
石
み
っ
け
」
は
、
板
橋
の

ハ
イ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
板
橋
で
展

示
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

印
刷
博
物
館
企
画
展 

マ
イ
ン
ツ
・
イ
ン
パ
ル
ス 

 

印

刷

博

物

館

で

は

、

現

在

企
画
展
と
し
て
「
マ
イ
ン
ツ
・

イ
ン
パ
ル
ス
」
を
開
催
中
で
す 

マ

イ

ン

ツ

・

イ

ン

パ

ル

ス

(M
a

in
z

e
r

 
I

m
p

u
ls

)

と

は

、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
活
版
印
刷
文

化
の
保
存
を
め
ざ
し
、
賛
同
者

を
募
る
声
明
の
こ
と
で
す
。
二

〇
二
〇
年
、
マ
イ
ン
ツ(

ド
イ

ツ)

に
あ
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

博
物
館
が
中
心
と
な
り
、
発
表

さ
れ
ま
し
た
。 

 

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
進
展

に

よ

っ

て

、

活

版

印

刷

の

文

化
・
技
術
は
、
急
速
に
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ン
ツ
市
、

な
ら
び
に
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
博

物
館
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
技

術
が
間
も
な
く
失
わ
れ
る
こ
と

に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
、

マ
イ
ン
ツ
・
イ
ン
パ
ル
ス
を
発

表
し
ま
し
た
。
当
館
は
こ
の
宣

言
に
深
く
共
感
す
る
と
と
も
に
、

日
本
で
も
本
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
「
マ
イ
ン
ツ
・
イ
ン
パ

ル
ス
」
展
を
開
催
し
ま
す
。 

会
期･

四
月
十
九
日(

火)

～

七
月
二
十
四
日(

日
ま
で
。 

入
場
料
・
一
般
四
百
円 

ア
ク
セ
ス
・
東
京
都
文
京
区

水
道
一
丁
目
三
番
三
号 

ト
ッ

パ
ン
小
石
川
本
社
ビ
ル 

 

                                 

ハイライフプラザ板橋で展示  

 

日本ラベル「化石発見えほん」 

「化石みっけ」を発売へ 

シールを使い遊び心満載 



  

 

  

第
一
章 
二
十
一
世
紀
の 

病
気 

そ
の
一 

ヒ

ト

の

病

気

の

う

ち

感

染

症
は
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お

り
、
病
気
や
探
検
と
い
っ
た
人

間
な
ら
で
は
の
振
る
舞
い
が
感

染
症
の
拡
散
を
後
押
し
し
た
。 

抗

生

物

質

が

普

及

し

た

四

〇
年
代
の
一
〇
年
を
境
に
人
類

は
こ
れ
ま
で
の
倍
の
時
間
を
生

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇

五
年
ヒ
ト
の
平
均
寿
命
は
、
六

十
六
歳
で
豊
か
な
国
で
は
八
〇

歳
と
い
う
超
高
齢
に
届
こ
う
と

し
て
い
る
。 

病

原

体

と

い

う

手

ご

わ

い

敵
を
制
し
た
が
、
地
球
上
で
ひ

し
め
き
合
っ
て
暮
ら
せ
ば
、
病

原
体
も
暮
ら
し
や
す
く
な
る
。

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
移
動
が
簡

単
に
な
れ
ば
、
繁
殖
し
変
異
し

変
化
す
る
機
会
も
増
え
る
。 

病

原

体

の

繁

栄

は

ヒ

ト

の

繁

栄

感

染

症

が

減

っ

た

理

由

(

健

康

向

上

に

寄

与

し

た

も

の)

の
鏡
だ
。
①
予
防
接
種
②

医
療
現
場
へ
の
衛
生
概
念
の
導

入
③
病
気
に
な
る
人
を
減
ら
そ 

     う
と
い
う
公
衆
衛
生
対
策
④
抗

生
物
質(

命
を
救
う
薬)

の
発

見
、
二
十
一
世
紀
は
感
染
症
を

抑
え
込
み
、
感
染
症
に
脅
か
さ

れ
る
こ
と
が
無
く
な
っ
た
が
、

し
か
し
こ
の
六
十
年
間
で
ヒ
ト

に
と
っ
て
「
ふ
つ
う
」
で
は
な

い
こ
と
が
急
増
し
て
き
た
。 

 

春
に
な
る
と
花
粉
症
で
く
し

ゃ
み
や
目
が
真
っ
赤
に
な
る
。

一
型
糖
尿
病
で
一
日
数
回
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
を
打
つ
。
多
発
性

硬
化
症
で
車
い
す
生
活
、
自
閉

症
で
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
も
な
し

で
大
声
を
上
げ
て
体
を
ゆ
す
る

子
供
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で

洗
剤
を
押
し
回
る
親
、
小
麦
を

食

べ

て

下

痢

を

く

り

返

す

。

「
普
通
」
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
太

り
す
ぎ
は
五
十
年
代
ア
メ
リ
カ

で
突
如
体
重
増
加
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
。
六
十
代
で

B
M

一

三
〇
以
上
の
肥
満
十
三
％
二
五

～
三
〇
過
体
重
三
〇
％
、
一
九

九
九
年
肥
満
三
〇
％
、
過
体
重

三
四
％
、
そ
し
て
お
腹
の
ト
ラ

ブ
ル
過
敏
性
腸
症
候
群
十
五
％
、

さ
ら
に
心
の
病
気
、
自
閉
症
の

有
病
率
の
増
加
、
注
意
欠
陥
障

害
や
ト
ゥ
ー
レ
ッ
ト
症
候
群
、

強
迫
性
障
害
も
増
加
し
て
い
る
。 

う
つ
病
、
不
安
障
害
も
だ
。 

心

の

病

気

が

こ

ん

な

に

増

加
し
て
い
る
の
は
「
ふ
つ
う
」

で
は
な
い
。
二
十
一
世
紀
の
暮

ら
し
は
十
九
世
紀
か
ら
二
〇
世 

 
 

紀
に
か
け
て
四
つ
の
医
療
、
公

衆
衛
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
様

変
わ
り
し
た
。 

二

十

一

世

紀

の

病

気

が

同

じ
よ
う
に
様
変
わ
り
す
る
の
は

あ
る
意
味
当
然
だ
ろ
う
。
二
十

一
世
紀
に
急
増
し
て
い
る
病
気

は
「
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
が
感
染

症
の
圧
倒
的
な
多
さ
の
陰
に
隠

れ
て
い
た
だ
け
」
と
い
う
よ
う

な
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
病
気
に
は
共
通
点
が

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
種
類
の

病
気
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
く

し
ゃ
み
や
痒
み
、
自
己
免
疫
疾

患
に
よ
る
日
常
生
活
の
崩
壊
、

肥
満
に
よ
る
自
己
嫌
悪
、
消
化

器
疾
患
に
よ
る
恥
辱
、
心
の
病

気
に
よ
る
社
会
的
排
斥
な
ど
を

大
局
的
に
み
る
と
、
こ
れ
ら
の

病
気
の
攻
撃
標
的
が
す
べ
て
自

分
自
身
だ
と
い
う
点
が
浮
き
上

が
る
。 

感

染

症

が

な

く

な

っ

た

と

た
ん
に
自
分
の
体
が
自
分
に
歯

向
か
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

だ
。
肥
満
と
ア
レ
ル
ギ
ー
、
過

敏
性
腸
症
候
群
と
自
閉
症
の
よ

う
に
、
ま
る
で
無
関
係
に
見
え

る
病
態
に
何
か
関
連
性
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。 

感

染

症

の

代

り

に

こ

う

し

た
新
種
の
病
気
が
現
れ
た
の
な

ら
、
私
た
ち
の
体
が
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
の
に
感
染
症
を
必
要
と

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
れ
と
も
感
染
症
の
減

少
と
慢
性
疾
患
の
増
加
の
同
時

進
行
は
も
っ
と
根
深
い
原
因
を

示
唆
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
な
ぜ
こ
ん

な
二
十
一
世
紀
が
出
現
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
我
が
家
の
六
番
目

と
八
番
目
の
孫
は
、
五
歳
で
自

閉
症
、
三
歳
で
軽
自
閉
症
と
言

わ
れ
た
矢
先
に
末
娘
は
三
十
一

歳
と
一
日
で
交
通
事
故
死
、
も

う
五
年
近
く
逢
っ
て
い
な
い
。 

子

育

て

の

大

変

さ

を

思

う

と
心
苦
し
い
。
子
と
の
縁
が
切

れ
る
こ
と
で
孫
と
の
縁
も
切
れ

て
い
く
と
い
う
現
実
は
と
て
も

つ
ら
い
も
の
で
あ
る
。
保
育
所

で
一
組
に
一
人
は
保
母
が
付
き

っ
き
り
の
保
育
が
必
要
と
い
う

現
状
、
何
か
お
か
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

                               

  

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

４) 

 
 

「
ふ
つ
う
で
は
な
い
、
心
の
病
気
の
増
加
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 

 



■
背
中
が
痛
い
の
は
？ 

 
背
中
が
痛
む
原
因
は
、
す
い

臓
な
ど
の
臓
器
に
関
わ
る
病
気

や
、
骨
の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
背
中
の
痛
む
場
所
に
よ

っ
て
、
原
因
が
わ
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
激
し
い
痛
み
が
続

く
場
合
、
狭
心
症
・
大
動
脈
解

離
な
ど
危
険
な
病
気
の
可
能
性 

               も
あ
る
の
で
、
放
っ
て
お
か
ず

に
早
め
に
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
背
中
に
痛
み

が
出
る
主
な
病
気
は
次
の
通
り
。 

① 

す
い
臓
の
病
気 

す

い

臓

は

「

沈

黙

の

臓

器
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

早
期
発
見
で
き
れ
ば
治
療
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

慢
性
す
い
炎
と
は
長
い
年
月

を
か
け
て
す
い
臓
の
組
織
を
壊

し
て
い
く
病
気
で
す
。
初
期
症

状
は
腹
痛
や
吐
き
気
、
進
行
す

る
と
体
重
が
減
少
し
た
り
糖
尿

病
を
発
症
し
ま
す
。
完
治
は
望

め
ず
、
す
い
臓
が
ん
の
リ
ス
ク

は
十
二
倍
に
も
な
り
ま
す
。 

 

人
に
よ
っ
て
多
少
違
い
ま
す

が
、
右
手
を
背
中
に
ま
わ
し
て

手
の
甲
が
あ
た
る
領
域
を
中
心

と
し
た
痛
み
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
「
腰
」
の
痛
み
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

飲
酒
後
に
突
然
の
痛
み 

背

中
・
肩
周
辺
・
上
腹
部
な
ど
は 

原
因
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
性
が

疑
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
禁
酒
を

心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。  

 

ま

た

、

す

い

臓

の

負

担

を

軽
く
す
る
よ
う
な
食
事
の
と
り

方
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
脂
肪
を
多
く
含
む

料
理
や
一
回
に
食
べ
る
食
事
量

は
少
な
め
に
。
ま
た
ご
飯
や
パ

ン
な
ど
の
炭
水
化
物
を
消
化
す

る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
は
、
す
い
液
以

外
に
唾
液
に
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
十
分
に
か
ん
で

ゆ
っ
く
り
食
事
す
る
よ
う
に
心

が
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

② 

骨
の
病
気 

圧

迫

骨

折

は

骨

粗

鬆

症

が

あ
る
高
齢
者
に
多
く
、
し
り
も

ち
だ
け
で
折
れ
る
こ
と
も
、
痛

み
が
な
く
気
づ
か
な
い
う
ち
に

圧
迫
骨
折
が
連
鎖
す
る
と
背
中

が
曲
が
っ
て
転
倒
し
や
す
く
な

り
、
寝
た
き
り
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。 

③ 

五
十
肩 

 

五
十
肩
の
症
状
は
肩
や
腕
が

痛
ん
で
腕
が
上
が
ら
な
い
、
衣

服
の
脱
ぎ
着
が
で
き
な
い
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
四
十
代
か

ら
五
十
代
に
最
も
多
く
発
症
し
、

特
に
糖
尿
病
が
あ
る
人
は
そ
う

で
な
い
人
よ
り
な
り
や
す
く
、

治
り
に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。 

④ 

多
発
性
骨
髄
腫 

多
発
性
骨
髄
腫
は
白
血
球
が
ガ

ン
化
す
る
病
気
で
す
。
患
者
の

約
八
割
が
訴
え
る
自
覚
症
状
が

骨
の
痛
み
で
す
。 

⑤ 

心
臓
や
血
管
の
病
気 

心

臓

か

ら

離

れ

た

場

所

が

痛
む
狭
心
症
「
関
連
通(

放
散

通)

」

は

、

主

に

体

の

上

半

身
・
左
側
に
症
状
が
出
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
み
ぞ
お
ち
、

奥
歯
、
の
ど
、
肩
、
腕
、
背
中

な
ど
の
痛
み
は
狭
心
症
の
症
状

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

大
動
脈
解
離
で
は
突
然
胸
や

背
中
に
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
激
し
い
痛
み
を

感
じ
そ
れ
が
続
き
ま
す
。
治
療

せ
ず
放
っ
て
い
た
場
合
、
発
症

後
四
十
八
時
間
以
内
に
五
〇
％

の
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
危
険

な
病
気
で
す
。 

 

大
動
脈
と
は
、
心
臓
か
ら
の

血
液
を
全
身
に
運
ぶ
、
お
お
も

と
の
血
管
で
す
。
大
動
脈
は

3

層
の
膜
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。 

大
動
脈
解
離
で
は
、
ま
ず
一
番

内
側
の
膜
に
傷
が
で
き
、
そ
の

亀
裂
か
ら
、
血
液
が
膜
の
層
の

間

に

入

っ

て

い

き

ま

す

。 

血
液
の
流
れ
込
む
圧
力
に
よ
っ

て
、
真
ん
中
の
層
が
裂
け
る
と
、

そ
の
間
に
血
液
が
溜
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
が
大
動
脈
解
離

で
す
。
血
液
が
溜
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
大
動
脈
が
破
裂
す
る
こ 

と
も
あ
り
ま
す
。
大
動
脈
が
破

裂
し
て
し
ま
う
と
、
病
院
に
到

着
前
に
命
を
落
と
す
患
者
数
は

な
ん
と
六
割
。
破
裂
し
な
く
て

も
、
治
療
を
せ
ず
に
裂
け
た
ま

ま
放
っ
て
お
い
た
場
合
、
発
症

後
四
八
時
間
以
内
に
五
〇
％
、

一
週
間
以
内
に
七
〇
％
、
二
週

間
以
内
に
八
〇
％
が
亡
く
な
る 

非
常
に
危
険
な
気
で
す
。 

【
参
考
資
料
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No186 健康がいちばん !   

背中が痛む原因は実に様々 

すい臓など危険な病気を疑え 
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リ
ン
テ
ッ
ク(

文
京
区
小
石
川

一
の
一
の
一 

☎
三
八
六
八
―

七
七
六
〇)

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
量
削
減
の
観
点
か
ら
、
同
社

独
自
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
を

す
る
こ
と
で
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を
せ
ず
に
高

平
滑
性
を
実
現
し
た
グ
ラ
シ
ン

紙
ベ
ー
ス
の
剥
離
紙
を
開
発
。 

 

従
来
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ラ
ミ

ネ

ー

ト

加

工

し

た

剥

離

紙

と

同

程

度

の

平

滑

性

を

実

現

し

、

ラ

ベ

ル

の

透

明

性

や

意

匠

性

の

確

保

に

寄

与

し

ま

す

。

今

回

、

こ

の

新

開

発

の

剥

離

紙

を

使

用

し

た

ラ

ベ

ル

素

材

二

ア

イ

テ

ム

を

ラ

イ

ン

ア

ッ

プ

し

、

五
月
九
日
か 

 
 

  

   

ら
発
売
し
た
。 

ラ
ベ
ル
の
裏
側
に
台
紙
と
し

て
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
剥
離

紙
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
紙
に
シ

リ
コ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
剥
離
剤

を
塗
工
す
る
こ
と
で
、
粘
着
剤

面
か
ら
き
れ
い
に
剥
が
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
粘
着
剤

の
種
類
や
用
途
に
応
じ
た
適
度 

な

剥

離

力

は

も

ち

ろ

ん

、

印

刷
・
抜
き
加
工
に
対
応
す
る
た

め
の
厚
み
や
強
度
、
手
作
業
ま

た
は
機
械
貼
り
に
応
じ
た
性
能 

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

グ
ラ
シ
ン
紙
に
剥
離
剤
を
直

接
塗
工
し
た
剥
離
紙
で
は
、
紙

の
表
面
の
凹
凸
が
粘
着
剤
面
に

転
写
さ
れ
、
表
面
基
材
に
フ
ィ

ル
ム
を
使
用
し
た
ラ
ベ
ル
の
場

合
、
透
明
性
や
意
匠
性
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
、
紙
の
表
面
に

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト

す
る
こ
と
で
高
平
滑
性
を
付
与

す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
脱

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
需
要
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
同
社
で
は
ポ
リ
エ 

   

   

エ
チ
レ
ン
を
使
用
せ
ず
に
高
平

滑
性
を
実
現
し
た
剥
離
紙
を
開

発
し
た
。 

特
長
と
し
て
は
、 

①

脱

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

需

要

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を
せ

ず
に
高
平
滑
性
を
実
現
し
た
グ

ラ
シ
ン
紙
ベ
ー
ス
の
剥
離
紙
を

開
発
。
同
剥
離
紙
を
使
用
し
た

透
明
タ
イ
プ
と
蒸
着
タ
イ
プ
の

ラ
ベ
ル
素
材
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。 

②

剥

離

紙

は

当

社

独

自

の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
に
よ
っ
て
、

従
来
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ラ
ミ
ネ

ー
ト
加
工
し
た
剥
離
紙
と
同
程

度
の
平
滑
性
を
実
現
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
削
減
に
貢

献
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
マ
シ
ン
で
の

自
動
貼
付
に
も
対
応
。 

③

表

面

基

材

に

は

使

用

済

み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
料
に

し
て
つ
く
ら
れ
た
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ

フ
ィ
ル
ム
を
使
用
。
再
生
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
を
八
〇
％
以
上
使
用
し

な
が
ら
も
、
非
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ

ィ
ル
ム
ベ
ー
ス
と
同
程
度
の
物

性
を
実
現
。 

 

主
な
用
途
と
し
て
は
、
化
粧

品
や
日
用
品
、
食
品
、
家
電
製 

   

品
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
商
品

の
表
示
用
ラ
ベ
ル
や
ア
イ
キ
ャ

ッ
チ
ラ
ベ
ル
な
ど
。 

 

 

 

                                

 

第
一
八
九
回

「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
グラシン紙ベースの新たな剝離紙 

プラスチック使用量削減に貢献 

透明タイプと蒸着タイプの環境配慮型 


